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文
化
が
制
度
や
経
済
発
展
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、

近
年
、
経
済
学
者
に
よ
る
実
証
研
究
が
増
加
し
つ
つ
あ

る
。
今
回
紹
介
す
る
論
文
も
、
家
族
を
重
視
す
る
文
化

が
労
働
市
場
制
度
と
ど
う
関
係
す
る
の
か
、
理
論
・
実

証
の
両
面
か
ら
分
析
し
た
も
の
だ
。
本
論
文
は
シ
ン
プ

ル
な
が
ら
も
、
様
々
な
興
味
深
い
論
点
を
提
示
し
て
く

れ
る
。

●
論
文
の
概
観

　

本
論
文
は
、
非
常
に
シ
ン
プ
ル
な
ゲ
ー
ム
理
論
の
枠

組
み
を
用
い
て
、
家
族
重
視
の
価
値
観
と
労
働
市
場
制

度
（
最
低
賃
金
と
解
雇
規
制
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
仮

説
を
示
す
。
ま
ず
、
家
族
を
重
視
す
る
人
は
仕
事
の
た

め
に
家
族
か
ら
離
れ
て
暮
ら
す
こ
と
を
嫌
が
る
。
し
か

し
、
こ
の
よ
う
な
人
が
多
い
と
、
労
働
市
場
全
体
の
流

動
性
が
低
く
な
り
、
企
業
は
流
動
的
な
労
働
市
場
に
比

べ
低
い
賃
金
で
人
々
を
雇
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
（
経

済
学
で
い
う
買
い
手
独
占
）。
こ
れ
を
避
け
る
た
め
に
、

家
族
重
視
の
人
は
、
最
低
賃
金
や
解
雇
規
制
の
導
入
を

支
持
す
る
。
こ
の
よ
う
な
人
が
多
い
国
（
家
族
重
視
文

化
の
国
）
ほ
ど
、
投
票
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
労
働
市
場

の
規
制
が
強
ま
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
家
族
を
そ
れ
ほ

ど
重
視
し
な
い
人
々
に
と
っ
て
は
、
地
理
的
な
移
動
に

精
神
的
コ
ス
ト
が
か
か
ら
ず
、
労
働
市
場
が
流
動
的
な

た
め
、
労
働
規
制
は
必
要
と
さ
れ
な
い
。
こ
の
結
果
、

そ
の
よ
う
な
人
が
多
い
国
で
は
労
働
規
制
は
導
入
さ
れ

な
い
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
労
働
規
制
が
あ
る
経

済
は
理
論
上
、
規
制
の
な
い
経
済
に
比
べ
て
、
総
生
産

量
が
少
な
く
、
失
業
率
が
高
く
、
賃
金
が
低
く
な
る
と

い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
家
族
重
視
文

化
の
国
で
は
、
家
族
と
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と
で
得
ら
れ

る
幸
せ
が
、
こ
の
経
済
的
損
失
を
上
回
る
た
め
に
、
労

働
規
制
の
導
入
が
選
択
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
こ
の
モ
デ
ル
か
ら
予
想
さ
れ
る
結
果
が
、
実

証
分
析
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

A
lesina

ら
は
、
家
族
重
視
の
価
値
観
を
も
つ
国
ほ
ど

最
低
賃
金
や
解
雇
に
関
す
る
規
制
が
強
い
こ
と
、
家
族

重
視
文
化
の
国
か
ら
来
た
人
ほ
ど
、
地
理
的
流
動
性
が

低
く
、
失
業
確
率
が
高
く
、
低
賃
金
で
、
解
雇
や
賃
金

に
関
す
る
規
制
の
導
入
を
支
持
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
示
し
た
。

　

家
族
重
視
の
価
値
観
は
、W

orld V
alues Survey

（
Ｗ
Ｖ
Ｓ
）
と
い
う
世
界
各
国
の
人
々
に
対
す
る
価
値

観
調
査
か
ら
、
⑴
現
実
に
、
成
人
に
な
っ
て
も
親
と
同

居
し
て
い
る
か
、
⑵
両
親
を
常
に
尊
敬
す
る
か
、
⑶
両

親
が
自
分
を
誇
り
に
思
う
よ
う
に
す
る
こ
と
が
人
生
の

目
的
か
、
⑷
子
ど
も
の
た
め
に
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
の
が

親
の
責
任
か
、
⑸
従
順
は
子
ど
も
に
と
っ
て
重
要
な
素

質
か
、
と
い
う
五
つ
の
指
標
か
ら
測
ら
れ
る
。

　

な
お
、
メ
イ
ン
の
実
証
分
析
で
は
、
家
族
重
視
文
化

が
労
働
市
場
に
与
え
る
影
響
を
特
定
す
る
た
め
に
、
ア

メ
リ
カ
の
第
二
世
代
移
民
の
労
働
関
連
デ
ー
タ
を
、
親

の
出
身
国
の
家
族
重
視
文
化
の
度
合
い
に
回
帰
さ
せ
て

い
る
。
第
二
世
代
移
民
は
、
み
な
ア
メ
リ
カ
と
い
う
同

じ
環
境
で
育
っ
て
い
る
た
め
、
個
人
属
性
を
制
御
し
た

あ
と
に
残
る
労
働
市
場
で
の
差
異
は
、
文
化
的
要
因
に

寄
る
だ
ろ
う
と
い
う
わ
け
だ
。
ま
た
、
自
分
自
身
の
価

値
観
は
労
働
市
場
か
ら
影
響
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る

が
（
逆
の
因
果
関
係
）、
親
の
出
身
国
の
価
値
観
を
使

え
ば
そ
の
よ
う
な
逆
の
因
果
を
拾
っ
て
く
る
心
配
が
な

い
。
こ
の
よ
う
に
移
民
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
文
化
の

影
響
を
特
定
し
よ
う
と
す
る
研
究
は
近
年
、
増
加
し
つ

つ
あ
る
。

家族重視文化と労働市場
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●
論
点
一
：
文
化
と
制
度
の
相
互
作
用

　

人
々
の
価
値
観
は
制
度
に
影
響
を
与
え
る
だ
け
で
は

な
い
。
現
実
の
制
度
が
人
々
の
価
値
観
に
影
響
を
与
え

る
と
い
う
逆
の
作
用
も
あ
る
。A

lesina

ら
は
こ
の
文

化
と
制
度
の
相
互
作
用
も
モ
デ
ル
化
し
て
い
る
。
前
述

の
と
お
り
、
家
族
重
視
文
化
の
国
で
は
、
労
働
市
場
に

規
制
が
導
入
さ
れ
る
が
（
価
値
観
→
制
度
）、そ
の
結
果
、

家
族
か
ら
離
れ
る
メ
リ
ッ
ト
は
減
少
す
る
の
で
、
自
身

の
子
ど
も
に
も
家
族
重
視
の
価
値
観
を
教
え
る
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
が
生
じ
る
の
で
あ
る
（
制
度
→
価
値
観
）。

多
く
の
国
で
労
働
市
場
の
自
由
化
が
な
か
な
か
進
ま
な

い
理
由
の
ひ
と
つ
に
、
家
族
に
関
す
る
価
値
観
と
労
働

市
場
制
度
の
間
に
こ
の
よ
う
な
相
互
補
完
性
、
共
進
化

関
係
が
存
在
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　

実
際
に
、
価
値
観
は
世
代
を
超
え
て
受
け
継
が
れ
る

た
め
、
大
昔
の
価
値
観
と
現
代
の
労
働
市
場
制
度
に
も

相
関
が
み
ら
れ
る
。A

lesina

ら
は
、
論
文
の
最
後
に
、

第
二
次
世
界
大
戦
前
の
家
族
重
視
文
化
が
二
一
世
紀
初

め
の
解
雇
や
最
低
賃
金
に
関
す
る
規
制
を
説
明
し
う
る

こ
と
、
中
世
の
家
族
重
視
文
化
が
二
〇
世
紀
末
の
労
働

市
場
規
制
へ
の
支
持
度
合
い
を
説
明
し
う
る
こ
と
を
示

し
た
。

　

近
年
増
え
つ
つ
あ
る
文
化
に
関
す
る
実
証
研
究
の
ほ

と
ん
ど
が
、
文
化
が
制
度
や
経
済
に
与
え
る
影
響
を
分

析
し
た
も
の
で
あ
る
。
反
対
に
制
度
や
経
済
が
文
化
を

変
化
さ
せ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
の
実
証
研
究
は
未
だ

少
な
く
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
こ
の
点
、A

lesina

とGiuliano

は
文
化
と
制
度
の
相
互
作
用
に
つ
い
て

体
系
的
に
ま
と
め
て
い
る
の
で
（
参
考
文
献
①
）、
参

照
さ
れ
た
い
。

●
論
点
二
：
家
族
重
視
文
化
と
経
済
発
展

　

A
lesina

とGiuliano

は
家
族
重
視
文
化
に
つ
い
て
、

本
論
文
以
外
に
も
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
実
証
分
析
を
行

っ
て
き
た
。
そ
の
ま
と
め
が
、
参
考
文
献
②
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
家
族
重
視
文
化
が
経
済
・
社
会
に
与

え
る
影
響
は
労
働
市
場
へ
の
影
響
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な

い
。
家
族
を
重
視
す
る
人
ほ
ど
、
家
内
生
産
が
多
く
、

他
人
へ
の
信
頼
度
が
低
く
、
政
治
活
動
へ
の
関
心
・
参

加
度
合
い
が
低
く
、
変
化
や
女
性
の
役
割
に
対
し
て
よ

り
保
守
的
で
あ
る
。
ま
た
、
家
族
重
視
の
価
値
観
を
も

つ
女
性
、
若
者
、
高
齢
者
の
労
働
参
加
率
は
低
い
傾
向

に
あ
る
。
さ
ら
に
、
家
族
重
視
文
化
は
、
国
の
所
得
水

準
や
制
度
の
質
（
汚
職
、
政
府
サ
ー
ビ
ス
の
質
、
政
治

的
安
定
性
、
法
の
支
配
、
規
制
の
質
、
政
治
参
加
や
表

現
の
自
由
な
ど
）
と
負
の
相
関
が
あ
る
。

　

な
お
、
家
族
重
視
度
が
高
い
国
と
し
て
は
、
多
く
の

中
南
米
諸
国
、
ジ
ン
バ
ブ
エ
、
エ
ジ
プ
ト
、
ナ
イ
ジ
ェ

リ
ア
な
ど
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
が
あ
る
。

全
般
的
に
途
上
国
の
家
族
重
視
度
が
高
い
が
、
先
進
国

で
は
イ
タ
リ
ア
が
高
い
。
一
方
、
北
欧
や
東
欧
、
オ
ラ

ン
ダ
、
ド
イ
ツ
な
ど
は
家
族
重
視
度
が
低
い
。

●
論
点
三
：
ど
ん
な｢

発
展｣

を
目
指
す
の
か

　

ど
う
も
家
族
重
視
文
化
は
経
済
発
展
と
は
負
の
相
関

が
あ
る
よ
う
だ
。
し
か
し
、
経
済
的
な
発
展
だ
け
が
す

べ
て
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
回
紹
介
し
た
論
文
は
、
家

族
重
視
文
化
の
国
の
人
々
は
、
高
失
業
、
低
賃
金
と
い

う
経
済
的
損
失
を
考
慮
し
て
も
な
お
、
労
働
市
場
に
規

制
を
導
入
し
て
家
族
と
一
緒
に
暮
ら
し
た
方
が
幸
せ
で

あ
る
（
経
済
学
用
語
で
、
効
用
が
高
い
）
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
。
参
考
文
献
②
で
も
、
家
族
を
重
視
す
る
人

ほ
ど
、
幸
せ
で
生
活
に
満
足
し
、
健
康
状
態
が
良
い
と

い
う
相
関
関
係
が
示
さ
れ
て
い
る
。
様
々
な
政
策
の
効

果
が
、
経
済
的
観
点
の
み
か
ら
語
ら
れ
、
分
析
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
な
か
、A

lesina

ら
の
分
析
は
、
政
策
立

案
に
あ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
社
会
を
目
指
す
の
か
改

め
て
考
え
る
こ
と
、
社
会
的
影
響
を
考
慮
す
る
こ
と
の

重
要
性
を
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
。

●
今
後
の
方
向
性

　

近
年
の｢

文
化
の
実
証
分
析｣

の
増
加
を
支
え
る
の

が
、
様
々
な
価
値
観
デ
ー
タ
の
蓄
積
で
あ
る
。
前
述
の

Ｗ
Ｖ
Ｓ
の
他
、
ア
メ
リ
カ
のGeneral Social Survey

（GSS

）、International Social Survey Program
 

（ISSP

）、Global Barom
eter Survey

（GBS

）
な
ど
、

誰
も
が
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
・
利
用
で
き
る
個
票
デ
ー
タ

の
整
備
が
進
ん
で
き
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
今
後
も
、

文
化
の
実
証
分
析
は
増
加
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
論
点
一
、三
で
取
り
上
げ

た
、
文
化
と
制
度
の
相
互
作
用
、
社
会
的
影
響
に
関
す

る
分
析
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
家
族
に
関
す
る
価
値

観
に
限
れ
ば
、
家
族
重
視
文
化
は
、
途
上
国
に
よ
く
み

ら
れ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
や
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
あ
り
方
と
関
連
し
、
そ
れ
ら
を
通
じ
て
途
上

国
の
発
展
の
あ
り
方
に
影
響
を
与
え
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
。
こ
の
点
、
計
量
的
に
明
ら
か
に
で
き
れ
ば
、
面

白
い
研
究
と
な
る
だ
ろ
う
。

（
あ
す
や
ま　

よ
う
こ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所　

貧
困

削
減
・
社
会
開
発
研
究
グ
ル
ー
プ
）
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